
（１）ワークショップ（市民編）
で提示したテキスト

別紙１



ワークショップ（市民編）第１回
（R5.3.26）



●本日のスケジュール

１ 開会あいさつ ５分程度

２ 意⾒交換テーマの説明 １０分程度

３ 環境観察モデル地区についての意⾒交換 ７０分程度

（1）自己紹介・意⾒交換 ６０分程度

（2）各班の意⾒発表 １０分程度

４ 閉会あいさつ ５分程度



環境観察モデル地区の候補地
についての市⺠会議

環境政策課
（株）知識経営研究所



� 現⾏の「第２次四街道市環境基本計画」の計画期間が2024年
度に終了することから、次期計画となる『第３次四街道市環境
基本計画』を策定中。

� 脱炭素・気候変動への対応、生物多様性保全への対応などの新
たな環境課題に対応

１．環境観察モデル地区について

� 市の貴重な緑や生態系に市⺠の皆様が⾝近にふれあえる場
として、「環境観察モデル地区」の指定と活用に関する施
策を記載予定

� 「環境観察モデル地区」の具体的な活用方法、地区選定に
ついての方針が未定。



本⽇の意⾒交換テーマ１
「環境観察モデル地区」

では具体的に何を⾏うのか︖

２．本⽇の意⾒交換テーマ

⾝近な⾥⼭の喪失が進む本市において、野鳥や昆虫をは
じめ⾝近な自然とふれあえる場所を確保し、人々の生活
にやすらぎとうるおいを与えるとともに、自然観察など
を通じて自然環境や生物多様性について学べる学習拠点
とする

＜事務局が想定している環境観察モデル地区のイメージ＞



現場で活動をされている皆さまの視点から

２．本⽇の意⾒交換テーマ

� 「環境観察モデル地区」を通じて、市⺠の
皆さまに知ってもらいたいこと、伝えたい
こと。

� 「環境観察モデル地区」で市⺠の皆さまに
体験してもらいたいこと。

� 市⺠の皆さまと⼀緒に活動してみたいこと。



本⽇の意⾒交換テーマ２
「環境観察モデル地区」に適した場所

２．本⽇の意⾒交換テーマ

＜事務局が想定している環境観察モデル地区の条件＞

� 本市を象徴する⾥⼭の環境を形成している地区
� 希少な動植物をはじめとする多様な生物が生息・生育している地区
� 自然観察の場として活用していくのに必要な維持管理作業について、
市⺠及び市⺠団体等の協⼒が得られる地区

� 自然観察の場として活用していくのに必要な観察指導・ガイド等の
人材について、市⺠及び市⺠団体等の協⼒が得られる地区

� 自然観察の場として活用していくのに必要な便益施設（トイレ、駐
⾞場（駐⾞スペース）など）が整備されている地区



２．本⽇の意⾒交換テーマ
＜事務局が想定している環境観察モデル地区の候補＞

平成17年度に実施した四街道市自然環境調査の
結果から、

上野・和田 山梨 栗山・長岡 内黒田 亀崎
植物種数 564 509 481 485 515
植物特定種数 21 19 18 14 19
鳥類種数 41 38 42 40 43
鳥類特定種数 17 17 19 17 20
昆虫類種数 152 140 158 136 145
小動物種数 15 10 11 13 13
魚介類種数 7 3 8 4 5
湧水の有無 無し 無し 無し 有り 有り
その他 公園管理有り 地域が道路で２分

地区
調査項目

※各地区の概要については、配布資料「環境観察モデル地区の概要」の記載



現場で活動をされている皆さまの視点から

２．本⽇の意⾒交換テーマ

� 事務局が想定している３地区の「環境観察
モデル地区」としての適否、所管

� ３地区以外で候補となりうる地区



�メンバー全員が対等な立場にあり、自由な発言を
行うことを尊重しましょう。

�各メンバーの発言を尊重し、はじめから否定したり、
話しを遮るような発言をしないよう配慮しましょう。

�各メンバーができるだけ多く発言できるよう、発言
時間が長くならないよう配慮しましょう。

●皆さんにお願いしたいこと



ワークショップ（市民編）第２回
（R5.6.18）



市⺠ワークショップ
●本⽇のスケジュール

５分程度１ 開会あいさつ

１００分程度２ 討議

５分程度（１）討議テーマについてのスライド説明

９０分程度（２）討議セッション︓⾃⼰紹介・意⾒交換

５分程度３ 閉会あいさつ



「第３次四街道市環境基本計画」に向けた

第１回テキスト

四街道の未来の環境を語ろう！

市民ワークショップ



●四街道市の環境に関する取組み・⽅針
 四街道市では「第２次四街道市環境基本計画」という
四街道市の環境や⾃然を守り、推進していくための⽅
針をまとめています。

 この計画では「みどりと都市が調和した⼼地よく暮ら
せるまち」を⽬標として、その実現に向け、様々な活
動内容を定めています。

 しかし、近年の地球環境をめぐる変化は⼤きく、この計画を
社会情勢に合わせて⾒直すこととしました。
・カーボンニュートラル（低炭素化から脱炭素化へ）
・気候変動への適応（環境への影響に備えること）
・資源循環（使い捨てプラスチック、⾷品ロス）の問題
・持続可能な開発⽬標（SDGs）



● 皆様に考えていただきたいこと
地球温暖化による異常気象の頻発や⾷糧⽣産への影響、
資源の枯渇、ごみの最終処分場の不⾜、海洋プラスチックなどの問題、
⽣物多様性のバランスの崩壊、外来種の増加、⾕津やみどりの減少、
⼤気汚染や⽔質汚濁、ごみのポイ捨て……

私たちが暮らす四街道市は、⾝近な問題から地球規模の問題まで、さまざま
な環境の課題に直⾯しています。

このような課題に対応し、

「きれいで豊かな⽔を育み ⾝近な⽔辺と親しめる まち」
「先⼈が作り上げてきた⾕津の環境や⾝近な緑とふれあえる まち」
「ものとエネルギーを⼤切につかい

環境負荷の少ない暮らしをすすめる まち」

そんな四街道市を皆さんと⼀緒に未来へつないでいきたい

そのために、みなさんの声を聴かせてください



● 本⽇の討議テーマ
四街道市の環境の

良いところ、改善したいところ

 10年後も守り続けたい環境
 こんなまちになっていてほしい
 こんな取り組みや活動が広がっていてほしい
 新しくこんな取り組みが実現すると良い

など

あまり難しく考えずに、
四街道の環境について、感じること、思うことを

自由に意見してください。



■環境基本計画のカバーする分野として

脱炭素、気候変動への適応
省エネルギー、再⽣可能エネルギー、
まちの脱炭素化、気候変動への適応 など

資源循環
持続可能な資源循環、循環経済 など

⾃然・みどり、⽣物多様性
⾕津の保全、うるおいのある⽔辺・みどり、

⽣物多様性、⽔循環 など

安⼼・安全、快適
災害に強いまちづくり、⾝近な⽣活環境問題、

まちの美化、まちの景観 など

環境施策の横断的な取組

環境に配慮した⾏動実践、
環境教育・環境学習の推進、

多様な主体との
パートナーシップなど

● 本⽇の討議テーマ



⼆酸化炭素、化⽯エネルギー、太陽光発電、再⽣可能エネ
ルギー、⽔素エネルギー、省エネ・節電、COOL CHOICE、
電気⾃動⾞、燃料電池⾃動⾞、建物の省エネ化、森林吸収、
集中豪⾬による災害・防災対策、熱中症対策 など

地球温暖化、
気候変動

ごみ
資源循環

ごみ減量、ごみの分別、使い捨てプラスチック、資源ごみ、
リサイクル利⽤、⾷品ロス、海洋プラスチックごみ、３R、
エコバッグ、もったいない など

⾃然・みどり
⽣物多様性

みどりの減少、⾶⿃⼭・崖線のみどり、河川敷、⾚⽻⾃然
観察公園、⽔辺、ビオトープ、希少な動植物、外来⽣物、
⾃然とのふれあい、公園、街路樹、⽣垣緑化 など

⾃然・みどり
⽣物多様性

⾕津の環境、みどりの減少、たろやまの郷、ホタルの⾃然
観察地、市⺠の森、四街道総合公園、⽔辺、湧⽔、希少な
動植物、外来⽣物、ビオトープ、⾃然とのふれあい、公園、
街路樹 など

安⼼・安全、
快適

⼤気汚染、光化学スモッグ、PM2.5、⽔質汚濁、騒⾳・振
動、化学物質、環境基準、ごみのポイ捨て、美化清掃、
ヤード、まちなみ景観 など

エコ活動
環境学習

エコなライフスタイル・ビジネススタイル、環境教育、環
境学習、環境講座、環境イベント、環境リーダー・ボラン
ティア、環境情報、パートナーシップ など

● 本⽇の討議テーマ



発言をしたい時は、手を挙げて司会者に合図してく
ださい。

参加者全員が対等な立場にあり、自由な発言を行
うことを尊重しましょう。

各参加者の発言を尊重し、はじめから否定したり、
話しを遮るような発言をしないよう配慮しましょう。

各参加者ができるだけ多く発言できるよう、発言時
間が長くならないよう配慮しましょう。

●皆様にお願いしたいこと



ワークショップ（市民編）第３回
（R5.6.25）



市⺠ワークショップ
●本日のスケジュール

１ 開会あいさつ ５分程度

２ 討議 １００分程度

（１）討議テーマについてのスライド説明 １０分程度

（２）討議セッション︓⾃⼰紹介・意⾒交換 ８０分程度

（３）各グループの意⾒発表 １０分程度

３ 閉会あいさつ ５分程度



「第３次四街道市環境基本計画」に向けた

第２回テキスト

四街道の未来の環境を語ろう！

市民ワークショップ



●四街道市の環境に関する取組み・方針
� 四街道市では「第２次四街道市環境基本計画」という
四街道市の環境や⾃然を守り、推進していくための方
針をまとめています。

� この計画では「みどりと都市が調和した心地よく暮ら
せるまち」を目標として、その実現に向け、様々な活
動内容を定めています。

� しかし、近年の地球環境をめぐる変化は⼤きく、この計画を
社会情勢に合わせて⾒直すこととしました。
・カーボンニュートラル（低炭素化から脱炭素化へ）
・気候変動への適応（環境への影響に備えること）
・資源循環（使い捨てプラスチック、食品ロス）の問題
・持続可能な開発目標（SDGs）



●四街道市の環境に関する取組み・方針
・施策体系（案）



● 第１回WSの討議テーマ
四街道市の環境の

良いところ、改善したいところ

� 10年後も守り続けたい環境
� こんなまちになっていてほしい
� こんな取り組みや活動が広がっていてほしい
� 新しくこんな取り組みが実現すると良い

など

あまり難しく考えずに、
四街道の環境について、感じること、思うことを

自由に意見してください。



■Aグループ（窓際方向）
● 第１回WSの主な意⾒

温暖化対策について
� 太陽光パネルを既存住宅に設置を進め
ていかなければいけない。

� 10年以上前の冷蔵庫を使っていたりす
る⼈が多く、省エネ製品について知ら
ない⼈が多い。販売店の協⼒も必要だ
が、もっと省エネ製品（家電）につい
て周知が必要だと思う。

� 市政だよりに省エネの情報が載ってい
たりするが、あまり⾒ていない場合も
ある。

� 家庭では冷暖房した居間に集まるなど、
家庭での省エネ⼯夫をしていくといい。

� 環境家計簿はとてもいい。環境家計簿
をつけた⼈には、文化センターの演劇
の鑑賞券をつけたらいい。

環境活動・環境教育について
� 環境問題に対する意識が薄い。
� 若い世代（30〜40代）が環境活動に参加
していない。

� 大⼈向けの環境教育が必要。
� 自治会を活用して、親子で環境活動を実施
するようにしてはどうか。

� 学校の環境教育をもっと活発にしてほしい。
� 市、企業、学校が集まってエコ活動をする
会が必要だと思う。

� 既存の環境活動団体同士の連携や、話し合
い、活動報告の機会が必要。

� 環境講座の情報を整理して、もっと活用で
きるように情報発信してほしい。

� 市政だよりを活用するといい。未来の生活
の姿をイラストで示すといい。



● Aグループに考えていただきたいこと
脱炭素に向けた行動を促す
パンフレット案の作成

仕様
●A４版両面（２ページ）
●家庭における⾏動実践を促す内容
検討する課題
●どのような情報を伝えたいのか︖
●手に取ってもらうための工夫
●脱炭素社会実現に向けて、取り組んでもらいたい家庭
できる⾏動

→意⾒を参考に啓発パンフレットを作成予定



■Bグループ（出入口方向）
● 第１回WSの主な意⾒

⾥⼭環境について
� ホタルやメダカが生息するなど、まだ
谷津をはじめとする素晴らしい自然が
残されている。

� 豊かな緑は四街道の大事な資産である
が、開発で住宅地やヤードに代わりつ
つある。

� ホタルの生息地も減少しつつある。
� 四街道の自然を未来の子どもたちのた
めにも残していきたい。

� 四街道には、素晴らしい自然があるこ
とを多くの市⺠が知らない。

� 四街道の⾥⼭環境を多くの市⺠に知っ
てもらい、意識を⾼めていけると良い。

⾥⼭環境の保全活動について
� 市内には⾥⼭保全に関わる活動をしている
団体は多い。

� ホタルやメダカを活用した環境教育もでき
る。

� ⾥⼭をフィールドにした環境教育も実施し
ている。

� ⾥⼭を守るためには、地主と協⼒しあう、
企業と話し合うことも必要。

� 保全活動をしている団体への声掛け、つな
がりの強化が必要ではないか。

� 未来へ⾥⼭を残すための具体的な方向性を
決めるべき。



● Bグループに考えていただきたいこと
里山の保全・活用に向けて
具体的に取り組むべきこと

●⾥⼭を知る
→⾥⼭の実態が把握できていない

●⾥⼭を守る
→“場”（樹林、農地など）を守る
→“質”（豊かな生物相、景観など）を守る

●⾥⼭を活⽤する
→⾥⼭資源をどのように活⽤していくか︖

→意⾒を参考に重点プロジェクトを策定予定



�参加者全員が対等な立場にあり、自由な発言を行
うことを尊重しましょう。

�各参加者の発言を尊重し、はじめから否定したり、
話しを遮るような発言をしないよう配慮しましょう。

�各参加者ができるだけ多く発言できるよう、発言時
間が長くならないよう配慮しましょう。

●皆様にお願いしたいこと



（２）ワークショップ（学生編）
で提示したテキスト



ワークショップ（学生編）第１回
（R5.6.4）



৾েডشॡ३ঙॵউ
ঝشম঩भ५ॣ४গٴ

ڭ ৫ভँःऔण ীங২ڱ

ڮ ୈ৮قහ୥஄ૄك ীங২ڬڬڭ

ঐपणःथभ५ছॖॻହ৥شୈ৮ॸكڭق ীங২ڱ

ਔৄઐఌ؞ঽഞງஂ؟ୈ৮७ॵ३ঙথكڮق ীங২ڬڴ

উभਔৄ৅਀ش૚ॢঝكگق ীங২ڱڭ

گ ൷ভँःऔण ীங২ڱ



Ⅴᇹ≖ഏׄᘑᢊࠊ࿢ؕؾஜᚘဒⅥ↚Ӽↀ↎

ᘑׄᢊ↝சஹ↝࿢ؾ⇁ᛖ↼ⅵ≆

᭗ఄ ဃ∕∞⇕⇝∍⇩⇽
ਸ਼ڭ৚ॸय़५ॺ



ଉ্؞஛ඌ੊৘भ୭୆पঢ়घॊ਄ੌाٴ
l ஛ඌ੊৘दमَਸ਼ڮઃ஛ඌ੊৘୭୆੦মੑ઺ُधःअ
஛ඌ੊৘भ୭୆ृঽே॑ஹॉؚ௓ਤखथःऎञीभ্
ଉ॑ऽधीथःऽघ؛

l ऒभੑ઺दमَानॉध੃৘ऋ৹ਮखञੱ৉ेऎථै
चॊऽठُ॑৯ఏधखथؚजभৰਠप਱ऐؚ஘رऩણ
৿৔ઍ॑৒ीथःऽघ؛

l खऊखؚ੺ফभ৉ૉ୭୆॑ीएॊ૗৲मপऌऎؚऒभੑ઺॑
঺ভੲિप়ॎचथৄઉघऒधधखऽखञ؛
ك଩ຍಞ৲ऊै൓ຍಞ৲षقॺছঝش঎থॽগشढ़؞
ك୭୆षभ୶஭प૟इॊऒधقਞ౜૗৿षभిૢ؞
भਖ਻كઞःຽथউছ५ॳॵॡؚ୫ષট५قৱ౺࿯୭؞
كV*'6ق੅ਢ૭ચऩ৫৅৯ఏ؞



ٴ ຦஘पઅइथःञटऌञःऒध
৉ૉആ཮৲पेॊ౮ଞਞ଴भᄄ৅ृ୫໖েਓषभ୶஭ؚ
ৱ౺भႶᇆؚओाभਈી૪ীৃभਂଌؚਲஞউছ५ॳॵॡऩनभਖ਻ؚ
ে੟੗஘ਙभংছথ५भടശؚਗਟரभੜਸؚદஸृानॉभ੖૘ؚ
পਞළഉृ਷ସළᄯؚओाभএॖຽथؼؼ

எञठऋථैघ஛ඌ੊৘मؚମ੺ऩਖ਻ऊै৉ૉૠெभਖ਻ऽदؚऔऽकऽ
ऩ୭୆भୖ਻पઉએखथःऽघ؛

ऒभेअऩୖ਻पৌૢखؚ

َऌोःद௹ऊऩ਷॑୘ा ମ੺ऩ਷ఈध஡खीॊ ऽठُ
َ੔যऋ੿ॉ঱ऑथऌञદஸभ୭୆ृମ੺ऩ෤धऴोँइॊ ऽठُ
َुभधग़ॿঝॠ॑شপજपणऊः

୭୆଀෰भ૘ऩःථैख॑घघीॊ ऽठُ

ज॒ऩ஛ඌ੊৘॑຦औ॒ध঳คप౞ਟषणऩःदःऌञः

जभञीपؚ଄ःाऩऔ॒भଢ॑ലऊचथऎटऔः



ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ
஛ඌ੊৘भ୭୆भ

ଐःधऒौؚ੝ఒखञःधऒौ

Ø ��ফ৏ुஹॉਢऐञः୭୆
Ø ऒ॒ऩऽठपऩढथःथऺखः
Ø ऒ॒ऩ਄ॉੌाृણ৿ऋઁऋढथःथऺखः
Ø ৗखऎऒ॒ऩ਄ॉੌाऋৰਠघॊधଐः

ऩन

ⅱ↭↹ᩊↆⅾᎋⅷ↉↚⅚
ׄᘑᢊ↝࿢ؾ↚↓ⅳ↕⅚ज़ↇ↺ↂ↗⅚࣬ⅵↂ↗⇁

ᐯဌ↚ॖᙸↆ↕ⅾ↏ↄⅳ⅛



घॊী৙धखथش୭୆੦মੑ઺भढ़ংٹ

൓ຍಞؚਞ౜૗৿षभిૢ
੄ग़ॿঝॠؚشગে૭ચग़ॿঝॠؚش
ऽठभ൓ຍಞ৲ؚਞ౜૗৿षभిૢ ऩन

ৱ౺࿯୭
੅ਢ૭ચऩৱ౺࿯୭ؚ࿯୭৽ੋ ऩन

ঽே؞ानॉؚে੟੗஘ਙ
દஸभ৳৸ؚअॊउःभँॊ਷ఈ؞ानॉؚ

ে੟੗஘ਙؚ਷࿯୭ ऩन

਍ੱ؞਍৸ؚ඿ి
಼૩पਘःऽठतऎॉؚମ੺ऩেણ୭୆ਖ਻ؚ

ऽठभ஖৲ؚऽठभବ௴ ऩन

୭୆઱ੁभ૯૵৓ऩ਄ੌ

୭୆पଦൟखञষ৿ৰᄷؚ
୭୆ઇ୘؞୭୆৾ಆभ௓ਤؚ

੗஘ऩ਌৬धभ
ঃشॺॼش३ॵউऩन

ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ



੸෷৲ຍಞؚ৲લग़ॿঝॠؚش୬഻୾৅ਗ਼ؚગে૭ચग़ॿ
ঝॠؚش਷ಞग़ॿঝॠؚش੄ग़ॿ؞තਗ਼ؚ&22/ &+2,&(ؚ
ਗ਼ਞঽ৿੤ؚ೤મਗ਼౱ঽ৿੤ؚ૦੟भ੄ग़ॿ৲ؚ஌௔ลઽؚ
ૐরൻංपेॊ಼૩؞ଆ಼ৌੁؚ೸রඪৌੁ ऩन

৉ૉആ཮৲ؚ
ਞ౜૗৿

ओा
ৱ౺࿯୭

ओा੖୤ؚओाभীશؚઞःຽथউছ५ॳॵॡؚৱ౺ओाؚ
জ१ॖॡঝਹ৷ؚ୫ષট५ؚਲஞউছ५ॳॵॡओाؚ5ؚگ
ग़॥ংॵॢؚुढञःऩः ऩन

ঽே؞ानॉ
ে੟੗஘ਙ

ानॉभ੖૘ؚఄ೭৛؞ዏ଍भानॉؚఖਆഢؚ஧ಭঽே
௴௄ਁୱؚ਷ఈؚঅड़ॺشউؚൌ૘ऩ৿೘੟ؚਗਟে੟ؚ
ঽேधभऴोँःؚਁୱؚඌଡ଼౴ؚেซ෤৲ ऩन

ঽே؞ानॉ
ে੟੗஘ਙ

દஸभ୭୆ؚानॉभ੖૘ؚञौृऽभ഑ؚ঍ॱঝभঽே
௴௄৉ؚ৘ড়भ஌ؚ஛ඌ੊੕়ਁୱؚ਷ఈؚᅞ਷ؚൌ૘ऩ
৿೘੟ؚਗਟে੟ؚঅड़ॺشউؚঽேधभऴोँःؚਁୱؚ
ඌଡ଼౴ ऩन

਍ੱ؞਍৸ؚ
඿ి

পਞළഉؚ୾৲৾५ঔॵॢؚ30���ؚ਷ସළᄯؚ๱ఠ؞ஷ
৿ؚ৲৾੟ସؚ୭୆੦૆ؚओाभএॖຽथؚ஖৲஬྽ؚ
খشॻؚऽठऩाବ௴ ऩन

ग़॥ણ৿
୭୆৾ಆ

ग़॥ऩছॖই५ॱॖঝ؞অ४ॿ५५ॱॖঝؚ୭୆ઇ୘ؚ୭
୆৾ಆؚ୭୆൥ౠؚ୭୆ॖঋথॺؚ୭୆জشॲ؞ش঎ছথ
ॸॕؚ॔୭୆ੲਾؚঃشॺॼش३ॵউ ऩन

ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ



lႆᚕửẲẺẟ଺ỊẆਫ৖ỴỶἅὅẦ৖ửਰẾềӮ˟
ᎍỆӳ׋ẲềẪẻẰẟẇ

lӋьᎍμՃầݣሁễᇌئỆẝụẆᐯဌễႆᚕửᘍ
ạẮểửݭ᣻ẲộẲỢạẇ

lӲӋьᎍỉႆᚕửݭ᣻ẲẆỊẳỜẦỤԁܭẲẺụẆ
ᛅẲửᢚỦợạễႆᚕửẲễẟợạᣐॾẲộẲỢạẇ

lӲӋьᎍầỂẨỦẻẬٶẪႆᚕỂẨỦợạẆႆᚕ଺
᧓ầᧈẪễỤễẟợạᣐॾẲộẲỢạẇ

຦஘पउൢःखञःऒधٴ



ワークショップ（学生編）第２回
（R5.6.11）



৾েডشॡ३ঙॵউ
ঝشম঩भ५ॣ४গٴ

ڭ ৫ভँःऔण ীங২ڱ

ڮ ୈ৮قහ୥஄ૄك ীங২ڬڬڭ

ঐपणःथभ५ছॖॻହ৥شୈ৮ॸكڭق ীங২ڱ

ਔৄઐఌ؞ঽഞງஂ؟ୈ৮७ॵ३ঙথكڮق ীங২ڬڴ

উभਔৄ৅਀ش૚ॢঝكگق ীங২ڱڭ

گ ൷ভँःऔण ীங২ڱ



Ⅴᇹ≖ഏׄᘑᢊࠊ࿢ؕؾஜᚘဒⅥ↚Ӽↀ↎

ᘑׄᢊ↝சஹ↝࿢ؾ⇁ᛖ↼ⅵ≆

᭗ఄ ဃ∕∞⇕⇝∍⇩⇽
ਸ਼ڮ৚ॸय़५ॺ



ଉ্؞஛ඌ੊৘भ୭୆पঢ়घॊ਄ੌाٴ
l ஛ඌ੊৘दमَਸ਼ڮઃ஛ඌ੊৘୭୆੦মੑ઺ُधःअ
஛ඌ੊৘भ୭୆ृঽே॑ஹॉؚ௓ਤखथःऎञीभ্
ଉ॑ऽधीथःऽघ؛

l ऒभੑ઺दमَानॉध੃৘ऋ৹ਮखञੱ৉ेऎථै
चॊऽठُ॑৯ఏधखथؚजभৰਠप਱ऐؚ஘رऩણ
৿৔ઍ॑৒ीथःऽघ؛

l खऊखؚ੺ফभ৉ૉ୭୆॑ीएॊ૗৲मপऌऎؚऒभੑ઺॑
঺ভੲિप়ॎचथৄઉघऒधधखऽखञ؛
ك଩ຍಞ৲ऊै൓ຍಞ৲षقॺছঝش঎থॽগشढ़؞
ك୭୆षभ୶஭प૟इॊऒधقਞ౜૗৿षभిૢ؞
भਖ਻كઞःຽथউছ५ॳॵॡؚ୫ષট५قৱ౺࿯୭؞
كV*'6ق੅ਢ૭ચऩ৫৅৯ఏ؞



l ஛ඌ੊भ୭୆॑ेॉଐःुभपखथःऎञीपमؚষ
৆टऐदऩऎؚ৘ড়ृহ঵঻भੈৡऋਂ૭ಳ

࿢ؾ෇ѣ↚↓ⅳ↕໯᧙ޖ࣎↝ᐻԛ⇁↘ⅵࡽⅼ˄ↀ↺ⅺ

l ऒोऽदु୭୆ણ৿पঢ়घॊੲਾ৅ਦ॑ৰ઱खथःॊऋؚ௪
௡ऋऩऐोयؚੲਾम਄੭खथऎोऩः؛

l ਔ௕खऩऎथु୭୆ણ৿पঢ়घॊੲਾपऴोऔचॊञीभੵ
୏ऋ૑ਏ
Ø ใோभᄘ৬ق৘৆टेॉؚ616ਰਗੵ୏ك
Ø ஫इॊੲਾभ৔ઍقણ৿म௫खजअؚල౐जअؚણ৿भ৯৓मୀअऋ
णःदप୭୆਱঱पु๾൴दऌॊ ऩनك

ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ



lਁૄ<RX7XEHؚਁૄ,QVWDJUDPؚਁ
ૄ/,1(भఃஈ঻ਯ॑঱ऑॊञीभੵ୏
l<RXWXEHؚॖথ५ॱऩनभ઺൸ؚ৿઺
भણ৷॔ॖॹ॔
lਔ௕खऩऎथु୭୆ણ৿पঢ়घॊੲਾ
पऴोऔचॊञीभੵ୏

Ø ຦औ॒भਔৄ॑ऴऽइथؚૂ৔पउःथৰ
઱ু১॑ਫ਼ୈखؚ૥ষखथाॊ

ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ



ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ
୭୆ੲਾभোু্১ٹ ஛ඌ੊भ୭୆पঢ়घॊਔ௙৹ਪق 5�ेॉك



ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ



ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ



lႆᚕửẲẺẟ଺ỊẆਫ৖ỴỶἅὅẦ৖ửਰẾềӮ˟
ᎍỆӳ׋ẲềẪẻẰẟẇ

lӋьᎍμՃầݣሁễᇌئỆẝụẆᐯဌễႆᚕửᘍ
ạẮểửݭ᣻ẲộẲỢạẇ

lӲӋьᎍỉႆᚕửݭ᣻ẲẆỊẳỜẦỤԁܭẲẺụẆ
ᛅẲửᢚỦợạễႆᚕửẲễẟợạᣐॾẲộẲỢạẇ

lӲӋьᎍầỂẨỦẻẬٶẪႆᚕỂẨỦợạẆႆᚕ଺
᧓ầᧈẪễỤễẟợạᣐॾẲộẲỢạẇ

຦஘पउൢःखञःऒधٴ



ワークショップ（学生編）第３回
（R5.7.17）



৾েডشॡ३ঙॵউ
ঝشম঩भ५ॣ४গٴ

ڭ ৫ভँःऔण ীங২ڱ

ڮ ୈ৮قහ୥஄ૄك ীங২ڬڬڭ

ঐपणःथभ५ছॖॻହ৥شୈ৮ॸكڭق ীங২ڱ

ਔৄઐఌ؞ঽഞງஂ؟ୈ৮७ॵ३ঙথكڮق ীங২ڬڴ

উभਔৄ৅਀ش૚ॢঝكگق ীங২ڱڭ

گ ൷ভँःऔण ীங২ڱ



ਸ਼گ৚ॸय़५ॺ

Ⅴᇹ≖ഏׄᘑᢊࠊ࿢ؕؾஜᚘဒⅥ↚Ӽↀ↎

ᘑׄᢊ↝சஹ↝࿢ؾ⇁ᛖ↼ⅵ≆

᭗ఄ ဃ∕∞⇕⇝∍⇩⇽



ଉ্؞஛ඌ੊৘भ୭୆पঢ়घॊ਄ੌाٴ
l ஛ඌ੊৘दमَਸ਼ڮઃ஛ඌ੊৘୭୆੦মੑ઺ُधःअ
஛ඌ੊৘भ୭୆ृঽே॑ஹॉؚ௓ਤखथःऎञीभ্
ଉ॑ऽधीथःऽघ؛

l ऒभੑ઺दमَानॉध੃৘ऋ৹ਮखञੱ৉ेऎථै
चॊऽठُ॑৯ఏधखथؚजभৰਠप਱ऐؚ஘رऩણ
৿৔ઍ॑৒ीथःऽघ؛

l खऊखؚ੺ফभ৉ૉ୭୆॑ीएॊ૗৲मপऌऎؚऒभੑ઺॑
঺ভੲિप়ॎचथৄઉघऒधधखऽखञ؛
ك଩ຍಞ৲ऊै൓ຍಞ৲षقॺছঝش঎থॽগشढ़؞
ك୭୆षभ୶஭प૟इॊऒधقਞ౜૗৿षभిૢ؞
भਖ਻كઞःຽथউছ५ॳॵॡؚ୫ષট५قৱ౺࿯୭؞
كV*'6ق੅ਢ૭ચऩ৫৅৯ఏ؞



ٴ ୭୆ણ৿पঢ়ॎॊਖ਻

l ੄ग़ॿষ৿ृओाभ੖୤৲ृীશऩनभ঩ଞ৓ऩ୭୆ણ
৿पणःथमؚಆຯधखथ৒ାखथःॊ؛

l ৉ୠएॊादभ୭୆ણ৿पणःथमؚ૞ਸ૨ऋ��٫ਰ
ৣद଩ः؛

ׄᘑᢊ↝࿢ؾ⇁↷↹ᑣⅳ↱↝↚ↆ↕ⅳⅾ↎↰↚↞⅚
ᘍ૎↏ↀ↖↙ⅾ⅚ࠊൟ↳ʙಅᎍ↝ңщⅻɧӧഎ

l ঐথঃড॑ش૑ਏधघॊ୭୆ણ৿ृؚेॉ஋ா৓ऩ੄ग़ॿষ
৿ृओा੖୤ણ৿॑ਤीथःऎञीपमؚ૞ਸ૨भ਱঱प਱
ऐञੵ୏ऋ૑ਏ



ٴ ୭୆ણ৿पঢ়ॎॊਖ਻
ׄᘑᢊ↝࿢ܖؾ፼ᜒࡈ∝⇊⇿∙⇮↙↘↝ཞඞ

੡ู ໪ਏ

েၺ৾ಆऽठतऎॉল৐൥ౠ

َ஛ඌ੊৘भ୭୆भमऩखكُ��⋷ق
পਞ؞਷ସभमऩख
َ०঑भ੖୤धজ१ॖॡঝ൥ౠكُ��⋷ق
०঑भ੖୤্১धজ१ॖॡঝ
َઅइेअآ०঑पणःथكُ��⋷ق
ओा૪৶भਠ૾ध઱ਝৄ৾

୭୆ল৐൥ౠن஛ඌ੊५ॺॵউആ
཮৲੻৩ভه

૸୴਩৉ૉആ཮৲ଆૃણ৿௓ਤ৩ऋরੱधऩढथણ৿
घॊ৘ড়୭୆੮৬दँॊَ஛ඌ੊५ॺॵউആ཮৲੻৩
ভُऋؚ৵৾ૅृঽ੘ভद৫ಈखथःॊ୭୆৾ಆ൥ౠ

৘ড়஡৕஗঵ઽᄥ৬ୡ൥ౠ ௫खाऩऋै஛ඌ੊৘भ஗঵॑৾वऒध॑৯৓धखञ
৸ �৚भ৬ୡ൥ౠ

ഀᤢඖ௴୾௩दभঽே௴௄ভ ௴୾௩पଭॉؚഀᤢඖभঽேृ਷ସऩनपणःथ৾व

஌௔৳৸঎ছথॸॕ॔ുਛ൥ౠ

৘ড়ऋঽேधभঢ়ॎॉृ஌௔धभ௹ऊऩঢ়બ॑৬૎
खؚ஌௔ृঽே୭୆पणःथ৶ੰ॑஥ीॊञीؚ৘ড়
॑ৌ଴प஌௔भুোोपঢ়घॊ੦ຊੴ௙धଵ৶ૼ୒ಆ
੭भञीभ൥ౠ



୭୆ણ৿षभ૞ਸभ૾யٹ ஛ඌ੊भ୭୆पঢ়घॊਔ௙৹ਪق 5�ेॉك

ٴ ୭୆ણ৿पঢ়ॎॊਖ਻



كੴ௙ଢ଼৹सقءऩछ୭୆ણ৿प૞ਸखऩःभऊٹ
੼க௴؞ছॖই५ॱॖঝ ણ৿৔ઍ؞ણ৿भॖওش४

l ଄ফعরම਼৻भ௮ऌ্ऋ੗஘
पऩॉؚણ৿पৎ৑ऋधोऩः؛

l ঽীपम୭୆ਖ਻मঢ়બऩः؛
౎যহभ૎ಁ؛ l ણ৿ऋ௫खऎऩः؛௫खीऩः؛ l ૮೥दमણ৿पૐऽढथऎोऩ

ः؛

l १ছজشঐথटध৉ୠभ୭୆प
णःथੴॊ૑ਏਙऋऩः؛

l ০भযमঽே॑ੴैऩःੇ؛भ
णऎॉुঽேधજॉ௞औोथः
ॊ؛

l ୭୆ણ৿भഢ೜ऋৈः؛
l ঽীभੇभఢॉमൃिखॉृ஬
྽ऩन॑घॊऋؚ৉ୠभણ৿प
म૞ਸखऩः؛

l ୭୆पৌघॊੳ௙ऋ଩ः؛
l ঽ੘ভपোॊযऋ૘ऩऎऩढथ
ःॊऩनؚ৘ড়भ৉ୠषभఎା
ऋුः؛

l ఀષ৚ઽऩनमउসपऩॊણ৿
मखथऎोॊऋؚ૮೥भણ৿म
खथऎोऩः؛

l যু؞ৎ৑भਖ਻ऋँॉؚৗख
ः૞ਸ঻॑ళल੢िऒधपৌૢ
दऌऩः؛

l ୭୆ણ৿प૞ਸघॊऒधऋঽ৬
ऋःृट؛

l ૐ়ક୧भ೜ક঻म৉ୠभણ৿
प૞ਸखथऎोऩः؛ l ௧୅৓ऩણ৿भॖওش४ऋँॊ؛ l ୭୆ણ৿॑୔खऎኇइथउॉؚ

૞ਸघॊऒधप఺ल๭पऩॊ؛

l ୭୆ણ৿म੬ਙऋघॊुभधः
अಕ৒௴୛ऋँॊ؛

l ঽীऋृैऩऎथुၴऊऋृढ
थऎोॊधઓढथःॊ؛

l ঳২૞ਸघॊधؚ௷ऐैोऩः
ॖওش४ऋँॊ؛

l ৉યओधपেણ෠ृষ৿෇೧ऋ
౮ऩॊ؛

ੲਾ৅ਦ ૞ਸघॊऽदभউট७५

l যু؞ৎ৑भਖ਻ऋँॉؚৗख
ः૞ਸ঻॑ళल੢िऒधपৌૢ
दऌऩः؛

l ણ৿भਛટऋৄइऩः؛ऽञؚ
ਛટऋँढथुఢੴखथःऩः؛

l ঳যद૞ਸघॊऒध॑ร೫खथ
ःॊ؛ l ણ৿ऋ௫खऎऩऐोयःऊऩः؛

l ਰ৐ऺन୭୆ਖ਻ऋ਄ॉ঱ऑै
ोऩः؛

l ઁਾद൳ૐ॑ऊऐथु૞ਸ঻ऋ
ૐऽैऩः؛

l ણ৿प௪௡मँढथु૞ਸभ
ऌढऊऐऋऩः؛

l ૞ਸघॊওজॵॺऋ૎गैोऩ
ः؛

l ৘भ঍ش঒ঌش४ऊैੲਾऋ࿆
ःपऎः؛

l ਼৻पेढथੲਾ஫୸पત୷
؛ऋँॊكওॹॕ॔भણ৷২়ق l ણ৿भোॉઠऋীऊैऩः؛

l ৘ઁਾਰਗऊैमੲਾऋ஫ॎै
ऩः؛

l ௪௡ऋऩऐोयؚঽैੲਾ॑ਫ਼
ดमखऩः؛

ٴ ୭୆ણ৿पঢ়ॎॊਖ਻



ٴ ম঩भୈ৮ॸشঐ

Ø ൟƷႾǨȍᘍѣǍƝǈถ᣽ƷᘍѣǛ፼ॹ҄ࠊ
ƞƤǔƨǊƷپ߻ȷǢǤȇǢ

Ø ǤșȳȈƷӋьྙӼؾŴܱ଀ƠƯƍǔ࿢נྵ
ɥƴӼƚƨپ߻ȷǢǤȇǢ

Ø ዒዓưƖǔ෇ѣưǋŴҥႆǤșȳȈưǋŴ࣬
ƍƭƍƨƜƱǛŴǇƣƸЈƠӳƬƯǈǑƏ

৘ড়ृহ঵঻ؚ৕नुऊैপযऽदऋ୭୆ણ৿प
૞ਸदऌॊலੌाੵ؞୏ؚॖঋথॺ॔ॖॹ॔मء



ٴ ম঩भॢঝشউୈ৮ॸشঐ
॔ॖॹ॔লखभ঄থॺ

௫खःؚએஜःؚ
௥ଌ૎قওজॵॺكऋ੭ैोॊؚ
ಲਢदऌॊؚൎ৑द૞ਸदऌॊ

৕नुऋ௪௡॑੅णણ৿
ੇఔद૞ਸदऌॊણ৿

௵୸৊૒द૞ਸदऌॊણ৿

୭୆̢ٔق५এشॶؚॢঝওऩनكभ॥ছ঎



lႆᚕửẲẺẟ଺ỊẆਫ৖ỴỶἅὅẦ৖ửਰẾềӮ˟
ᎍỆӳ׋ẲềẪẻẰẟẇ

lӋьᎍμՃầݣሁễᇌئỆẝụẆᐯဌễႆᚕửᘍ
ạẮểửݭ᣻ẲộẲỢạẇ

lӲӋьᎍỉႆᚕửݭ᣻ẲẆỊẳỜẦỤԁܭẲẺụẆ
ᛅẲửᢚỦợạễႆᚕửẲễẟợạᣐॾẲộẲỢạẇ

lӲӋьᎍầỂẨỦẻẬٶẪႆᚕỂẨỦợạẆႆᚕ଺
᧓ầᧈẪễỤễẟợạᣐॾẲộẲỢạẇ

຦஘पउൢःखञःऒधٴ


